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   市立韮崎
大村美術館 

市
立
韮
崎
大
村
美
術
館
開
館
記
念

　
　
　

特
別
展
「
女
流
画
家
70
人
展
」
開
催
！

１０月１日誕生！！
　多くの市民の皆様のご来館を
　　　　　　　お待ちしています

　

当
美
術
館
は
昨
年
10
月
名

誉
市
民
の
大
村
智
氏
が
設
立

し
た
美
術
館
で
す
が
、
美
術

館
の
土
地
、
建
物
及
び
多
く

の
貴
重
な
美
術
品
を
市
に
寄

贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
広

報
７
月
号
掲
載
）。

　

10
月
１
日
、
市
立
美
術
館

と
し
て
再
オ
ー
プ
ン
し
、
今

後
は
市
が
管
理
運
営
を
行
い

ま
す
。　
　

■
開
館
時
間

　

４
月
～
10
月　

　
　

10
時
～
18
時

　

11
月
～
翌
年
の
３
月

　
　

10
時
～
17
時

■
休
館
日

　

毎
週
水
曜
日
（
作
品
の
入
れ
替

え
等
に
よ
り
臨
時
休
館
日
あ
り
）

■
観
覧
料

◇
一
般
（
大
学
生
を
含
む
）

　

５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

　

定
期
観
覧　

３
、０
０
０
円

◇
小
・
中
・
高
生

　

２
０
０
円(

１
５
０
円)

　

定
期
観
覧　

１
、２
０
０
円

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料

金
※
定
期
観
覧
と
は
、
観
覧
料
を
納

付
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

間
の
観
覧
を
い
う
。

※
市
内
に
在
住
・
在
学
の
小
学
生
・

中
学
生
は
無
料

※
障
害
者
手
帳
等
を
ご
持
参
の
方

は
ご
本
人
と
介
護
の
方
が
無
料

※
模
写
・
模
造
・
撮
影
等
特
別
利

用
に
つ
き
ま
し
て
は
美
術
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
10
月
10
日
（
市
制
施
行
記

念
日
）
無
料
開
放
い
た
し

ま
す
。

　収蔵作品の中から上村松園をはじめ、野口小蘋、
小倉遊亀、秋野不矩、三岸節子、片岡球子、堀文
子、嶋田しづ等日本を代表する女流画家７０人約
８０点の作品を展示いたします。
　２階展示室では、鮮やかな色彩で多くの人を魅
了し、戦前戦後の洋画壇で活躍、文化功労者とし
ても顕彰された鈴木信太郎の作品を公開します。
第３展示室では、島岡達三、原田拾六等の作品を
展示します。

　美術館２階の展望カフェからは、富士山をはじ
め八ヶ岳や茅ヶ岳、奥秩父連峰の山々が眺望でき
ます。美術鑑賞後は、展望カフェにてゆったりと
心豊かなひと時をお過ごしください。

会期１０月２日～来年３月１日

ながめの良さが人気の展望カフェ

韮崎市神山町鍋山１８３０－１
☎ ２３ー７７７５
http://www.nirasakiomura-artmuseum.com

片岡球子≪　富 士　≫

出張なんでも鑑定団の司会者も来館
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■発表部門日程
内 藤 登 氏 ご 逝 去

勲三等旭日中綬章   
韮崎市名誉市民

～ ９月１４日　韮 崎 市 葬 儀 を
　　　　　しめやかにとり行いました ～

　元市長で、韮崎市名誉市民の内藤登

（ないとう・のぼる）氏が９月８日ご

逝去され、韮崎市葬儀が９月１４日午

後０時３０分から、東京エレクトロン

韮崎文化ホール大ホールでとり行われ

ました。横内山梨県知事をはじめ、多

くの行政関係者、市民多数のご会葬を

得る中、葬儀委員長の横内韮崎市長の

式辞に続いて、献花、弔辞、弔電披露

などが、ありし日の故人を偲んでしめ

やかに行われました。

　故人の幾多の業績の中から、主なる

ものをここに記し、永遠にご遺徳を讃

えたいと思います。

小
学
校
統
合
と
学
校
施
設
の
近
代

化
に
取
り
組
み
、
11
校
を
�
校
に

統
合
す
る
計
画
を
全
て
実
現
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
峡
北
地
域
住

民
の
芸
術
文
化
創
作
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
施
設
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
に
も

熱
意
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
市
政
誕
生
以
来
の
旧
庁

舎
で
は
近
代
地
方
自
治
行
政
事
務

の
多
様
化
か
つ
煩
雑
化
に
伴
う
事

務
量
の
増
加
に
よ
る
事
務
効
率
の

低
下
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

懸
念
し
、
新
庁
舎
建
設
を
市
政
推

進
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
市
民

か
ら
親
し
ま
れ
る
庁
舎
建
設
に
心

が
け
、
昭
和
�9
年
市
制
施
行
30
周

年
に
落
成
に
至
り
、
近
代
的
な
設

備
を
誇
る
庁
舎
は
、
県
内
に
先
が

け
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
等
が
整
備
さ
れ
、
事
務
の

ス
ピ
ー
ド
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。
氏
は
、
冷

静
な
判
断
と
豊
か
な
政
治
経
験
を

市
政
に
生
か
し
、
韮
崎
市
が
日
本

一
住
み
や
す
い
都
市
ラ
ン
ク
21
位

と
評
価
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
市
民

に
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

韮
崎
市
名
誉
市
民
故
内
藤
登
氏

が
郷
土
に
残
さ
れ
た
ご
遺
徳
は
、

多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
後
世
に
受

け
継
が
れ
、
人
々
の
心
の
中
に
生

き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。　
　

　　  故　内藤　登　氏
平成 20 年 9 月 8 日逝去　行年８６歳

法  名     政徳院殿登岳勲功大居士

　

韮
崎
市
名
誉
市
民
故
内
藤
登
氏

は
、
昭
和
2�
年
、
円
野
村
村
議
会

議
員
と
し
て
初
当
選
し
、
以
来
、

昭
和
29
年
韮
崎
市
合
併
と
同
時
に
、

連
続
4
期
13
年
韮
崎
市
議
会
議
員

と
し
て
在
職
し
た
の
を
は
じ
め
と

し
て
、
そ
の
後
、
山
梨
県
議
会
議

員
と
し
て
連
続
3
期
12
年
に
亘
り

活
躍
、
県
議
会
議
長
、
副
議
長
及

び
土
木
常
任
委
員
会
委
員
長
を
歴

任
さ
れ
県
政
発
展
に
も
大
き
く
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
�3
年
、
第

7
代
韮
崎
市
長
に
初
当
選
、「
正
義

と
公
平
を
貫
く
」
を
市
政
執
行
の

基
本
姿
勢
に
常
に
高
邁
な
政
治
信

念
と
優
れ
た
手
腕
を
持
っ
て
、
連

続
4
期
1�
年
間
韮
崎
市
長
と
し
て
、

激
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
市
政

推
進
の
基
本
「
若
者
が
定
着
す
る

活
力
あ
ふ
れ
る
都
市
に
ら
さ
き
」

の
実
現
に
向
け
、
市
政
の
執
行
に

当
た
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
が
高
度
成
長
期
を
迎

え
、
若
年
労
働
力
が
都
会
へ
と
流

出
す
る
過
疎
化
現
象
が
進
む
中
、

市
の
活
性
化
を
企
業
誘
致
に
求
め
、

御
勅
使
工
業
団
地
に
一
流
企
業
を

始
め
と
す
る
39
社
、
穂
坂
工
業
団

地
に
は
、
最
先
端
Ｉ
Ｔ
企
業
外
2

社
の
誘
致
に
成
功
し
、
韮
崎
市
の

経
済
力
を
全
国
��
位
ま
で
躍
進
さ

せ
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
氏
は
、
学
校
教
育
の
適

正
規
模
及
び
施
設
の
近
代
化
に
よ

る
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

元市長




